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※休診日は日曜・祭日・年末年始

夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内

江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内

江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～12時30分
松村所長 和泉祐一 松村所長

新田英昭注②
診療受付

10:00～
12:30

（訪問診察）

関口康宣

第1.3.5
安藤浩

第2.4
工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①

予約外来
松村所長

注①

予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①

予約外来
松村所長

関口康宣
（訪問診察）

休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～
12時30分

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

佐藤武文
(内科・神経内科)

田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司

(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮

第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村所長

(内科)

外来休診

田村所長

(訪問診療)

馬渕 卓
(内科・糖尿病)

佐野裕之

(訪問診療)

田村所長
(内科)

外来休診

休診田村所長

(訪問診療)

夜間

18時～20時
休診

田村所長

(内科)

大倉哲朗

(内科外科)
休診

田村所長

(内科)
休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 瀬底

午後

14時～17時
高野所長 高野所長

外来休診
高野所長

外来休診
休診

訪問診療 訪問診療

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

セブンイレブン

マ
イ

バ
ス

ケ
ッ

ト

葛
西

み
な

み
高

校
入

口

環
七

通
り

↑

バスターミナル

浦安方面→

東
日
本
大
地
震
・
津
波
か
ら
あ
っ

と
い
う
間
に
８
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
津
波
で
東
と
電
力
福
島
第
一
原

発
が
飲
み
こ
ま
れ
た
瞬
間
、
そ
の
後

の
原
発
建
屋
の
水
素
爆
発
の
瞬
間
、

こ
の
二
つ
の
報
道
映
像
が
今
で
も
昨

日
の
出
来
事
の
様
に
目
の
奥
に
焼
き

付
い
て
離
れ
ま
せ
ん
。
「
原
発
ゼ
ロ

へ
」
と
願
い
、
上
野
恩
賜
公
園
の
野

外
ス
テ
ー
ジ
に
全
国
か
ら
１
３
０
０

人
、
江
戸
川
健
康
友
の
会
か
ら
は

13人
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
音
楽
を
通
じ
て
原
発
反
対
を
訴

え
る
サ
ン
バ
の
グ
ル
ー
プ
と
参
加
者

全
員
が
一
体
と
な
り
、
「
原
発
い
ら

な
い
、
原
発
と
共
用
・
共
存
で
き
な

い
」
と
大
合
唱
し
て
始
ま
り
ま
し

た
。
主
催
者
の
開
会
あ
い
さ
つ
、
国

会
議
員
の
あ
い
さ
つ
が
終
わ
り
、
被

災
者
で
あ
る
松
本
知
子
さ
ん
か
ら
避

難
生
活
の
経
験
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
当
時
高
校
二
年
生
で
、
楢

葉
町
か
ら
祖
父
と
両
親
の
一
家
４
人

で
い
わ
き
市
に
避
難
。
そ
の
後
学
校

や
仕
事
の
関
係
で
一
家
バ
ラ
バ
ラ
に

生
活
す
る
事
に
な
り
、
も
が
き
苦
し

み
な
が
ら
の
８
年
間
を
涙
な
が
ら
に

話
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
原
発
事
故
か
ら
三
年
目
の
２

０
１
４
年
に
、
津
波
と
原
発
事
故
の

両
方
の
被
害
を
受
け
帰
還
困
難
区
域

と
な
っ
た
富
岡
町
と
楢
葉
町
を
視
察

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
バ
ス
で

町
に
近
づ
く
と
、
放
射
線
測
定
器
の

警
報
音
が
鳴
り
響
き
、
緊
張
感
が
高

ま
り
ま
し
た
。
町
の
中
は
放
射
線
量

が
高
い
た
め
復
旧
作
業
も
ほ
と
ん
ど

手
つ
か
ず
の
状
態
で
し
た
。
当
然
住

民
は
誰
一
人
お
ら
ず
、
住
宅
の
庭
先

は
草
木
が
生
い
茂
り
、
ま
さ
に
ゴ
ー

ス
ト
タ
ウ
ン
を
見
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
見
え
な
い
放
射
線
の
恐
怖
、
原

発
事
故
で
ふ
る
さ
と
を
離
れ
ざ
る
を

得
な
い
福
島
を
視
察
し
て
、
避
難
生

活
を
し
て
き
た
松
本
さ
ん
の
話
は
、

他
人
事
と
は
思
え
ず
、
も
ら
い
泣
き

を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

集
会
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
被
災

者
の
方
々
が
舞
台
に
上
が
り
、
参
加

者
全
員
で
集
会
ア
ピ
ー
ル
コ
ー
ル
を

し
ま
し
た
。
「
地
震
で
危
な
い
原
発

止
め
ろ
・
す
べ
て
の
原
発
今
す
ぐ
廃

炉
・
原
発
よ
り
も
被
災
者
守
れ
」
な

ど
を
連
呼
し
、
『
福
島
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
原
発
ゼ
ロ
は
未
来
の
希

望
』
の
思
い
を
心
一
つ
に
し
ま
し

た
。最
後
に
上
野
か
ら
御
徒
町
に
向

か
っ
て
の
デ
モ
行
進
。
た
く
さ
ん
の

人
で
賑
わ
う
ア
メ
横
を
横
断
し
て
集

会
ア
ピ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。
信
号
待

ち
を
し
て
い
た
人
々
の
温
か
い
視
線

が
と
て
も
多
く
感
じ
ら
れ
た
デ
モ
行

進
で
し
た
。

（
矢
野
）

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:00は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:00～12:30の間にお越しください。

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
→

環
七
通

り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今
井
街
道

本八幡方面→

ローソン↓

一之江駅

新
小
岩

駅

平
和
橋
通
り

松
島
四

丁
目

公
園

市
川
方
面
→

松
島
通
り

新
小

岩
診
療

所
↓

市
民

と
野

党
の

共
同

で
原

発
ゼ

ロ
へ

福
島
を
忘
れ
な
い

３
・９

全
国
集
会

↑舞台に上がり、集会アピールをする

被災者の方々

集会参加の友の会会員の方々→
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どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助けに

なるのです。

なぎさ薬局

TEL03-5679-7137／ FAX03-5679-7138

●紫外線の種類

紫外線はエネルギーや波長の順に UVA、UVB、UVC

の３種類があります。UVC は紫外線の中で一番有害で

すが、オゾン層に吸収されるため地表に届くのは UVA

と UVB です。

UVA は皮膚の奥深く、真皮まで届きダメージを与え

ます。深いしわ、たるみの原因になります。窓ガラ

スや雲を通過するため、曇りの日や室内でも注意が

必要です。

UVB は肌表面が赤くなる炎症を起こします。UVA よ

り有害で、肌のしみ、しわ、そばかす、皮膚がんや

白内障の原因になると言われています。

紫外線の影響は肌のタイプで異なります。日本人

など有色人種は白色人種に比べて、紫外線の影響が

少ないことが分かっています。

●紫外線とビタミンＤ

日差しを浴びると紫外線の作用により体内でビタ

ミン Dを合成します。ビタミン Dは骨や歯の形成に

必要な栄養素です。1日

15 分程度の紫外線を浴び

れば必要なビタミン Dを

得られるため、日焼けを

するほどの日光浴は必要

ないでしょう。

紫外線対策は（１）長

時間、日光に当たらない

（２）帽子、日傘、手袋、UV カット機能のサングラス

を活用する（３）日焼け止めを使うの３点です。

●日焼け止めの種類

日焼け止めの成分は「紫外線吸収剤」と「紫外線

散乱剤」に分類されます。

紫外線吸収剤は、紫外線を吸収し熱エネルギーに

変えた後に外部へ放出させます。肌への負担が大き

く、敏感肌や子どもにはあまり適しません。

紫外線散乱剤は、紫外線が直接肌に当たらないよ

うに反射させ散乱させます。紫外線吸収剤より肌へ

の負担が軽いとされています。ただし、日焼け止め

のクリームが白く残ることがあります。

（次号につづく）

「いつでも元気」より転載

編
集
後
記

▼
３
・

11前
後
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
大

震
災
や
原
発
問
題
を
い
ろ
い
ろ
な
角

度
か
ら
取
り
上
げ
た
。
反
原
発
の
集

会
も
各
地
で
。
私
も
何
か
し
な
く
て

は
と
３
・
９
の
集
会
に
参
加
し
た
。

あ
れ
か
ら
８
年
、
す
ぐ
に
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
転
換
が
な
さ
れ
る
と
思
っ

た
の
に
…
▼
８
年
前
と
同
じ
よ
う
に

一
斉
地
方
選
の
年
。
参
議
院
選
挙
と

合
わ
せ
、
政
策
転
換
を
迫
る
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
。
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く

選
挙
権
の
行
使
で
賢
い
選
択
を
▼
春

ら
ん
ま
ん
。
お
花
見
、
も
う
済
ま
せ

た
か
し
ら
？
さ
く
ら
前
線
を
追
っ
て

国
内
旅
行
を
す
る
の
が
リ
タ
イ
ア
後

の
夢
だ
っ
た
け
ど
、
ま
だ
実
現
し
て

い
な
い
。
実
現
さ
せ
た
い
こ
と
を
持

つ
の
は
良
い
こ
と
だ
▼
毎
日
、
今
日

し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
済
ま

せ
た
ら
、
あ
と
は
に
こ
に
こ
笑
っ

て
。
こ
れ
が
健
康
の
秘
訣
だ
と
何
か

で
読
ん
だ
。
何
を
す
る
に
も
健
康
第

一
で
す
よ
ね
。

（
太
田
）

役立つ健康メモ 68 薬の話№36

紫外線と日焼け止め（上）

医
療
費
助
成
制
度
の
創
設
求
め

自
動
車
の
排
ガ
ス
な
ど
に
よ

る
大
気
汚
染
が
原
因
で
発
症
し

た
ぜ
ん
息
患
者

94人
が
、
２
月

18日
、
公
害
調
整
委
員
会
に

「
公
害
調
停
」
を
申
し
立
て
ま
し

た
。
こ
の
日
全
国
か
ら
結
集
し

た
患
者
と
支
援
者
は
、
環
境
省

や
ト
ヨ
タ
東
と
本
社
に
対
し
、

助
成
制
度
の
創
設
と
財
源
負
担

を
求
め
て
国
に
働
き
か
け
る
よ

う
、
要
請
し
ま
し
た
。

公
害
調
停
と
要
請
内
容

公
害
調
停
と
は
、
総
務
省
の

公
害
等
調
整
委
員
会
の
管
轄

で
、
公
害
の
発
生
原
因
者
と
被

害
者
が
話
し
合
っ
て
問
題
解
決

を
す
る
た
め
の
手
続
き
で
す
。

裁
判
と
は
違
い
、
こ
の
公
害
問

題
に
白
黒
を
つ
け
る
と
い
う
場

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
話
し

合
い
で
解
決
す
る
場
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
通
常
１
～
２

年
以
内
の
手
続
き
で
、
支
援
活

動
は
短
期
間
で
の
運
動
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

調
停
申
し
立
て
の
申
請
人
は

気
管
支
ぜ
ん
息
・
慢
性
気
管
支

炎
・
肺
気
腫
の
患
者
さ
ん
で
、

相
手
は
国
や
ト
ヨ
タ
な
ど
メ
ー

カ
ー
７
社
で
、
要
望
事
項
は
、

次
の
３
点
で
す
。

①
国
は
医
療
費
救
済
制
度
を
創

設
せ
よ
。

②
メ
ー
カ
ー
ら
は
同
制
度
に
つ

い
て
相
応
の
財
源
負
担
を
せ

よ
。

③
国
･
メ
ー
カ
ー
は
患
者
に
一
定

の
金
銭
賠
償
（
１
０
０
万

円
）
を
せ
よ
。

制
度
実
現
に
向
け
た

集
会
へ
参
加
を

２
０
０
７
年
に
勝
利
和
解
し

た
「
東
と
大
気
汚
染
訴
訟
」
の

和
解
条
項
の
中
で
、
自
動
車

メ
ー
カ
ー
の
公
害
発
生
原
因
者

と
し
て
そ
の
責
任
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
東
と
だ
け
で

な
く
、
川
崎
、
横
浜
、
千
葉
、

埼
玉
な
ど
首
都
圏
の
他
、
大
阪

や
名
古
屋
な
ど
地
方
議
会
で
も

救
済
制
度
の
創
設
を
求
め
る
決

議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
費
救
済
制
度
を
国
に
つ

く
ら
せ
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の

公
害
被
害
者
の
願
い
で
す
。
全

国
の
患
者
会
や
そ
の
支
援
組
織

「
あ
お
ぞ
ら
連
絡
会
」
で
は
、

①
自
動
車
メ
ー
カ
ー
宛
の
団
体

署
名
や
要
請
行
動

②
４
月

23日
（
火
）
、
ト
ヨ
タ

東
京
本
社
前
決
起
集
会
」

③
６
月
５
日
（
水
）

18時
か
ら

の
総
決
起
集
会
（
虎
ノ
門
・

ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
）
へ
の

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

ぜ
ん

息
患

者
が

公
害
調

停
申
し

立
て

支
援

活
動
を

広
げ
よ

う

第

44回
公
害
総
行
動
で
プ

レ
企
画
と
し
て
「
東
部
学
習

の
つ
ど
い
」
が
３
月

16日
に

足
立
区
の
千
住
福
祉
学
校
で

ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
「
異
常

気
象
と
地
球
温
暖
化
」
で
基

調
報
告
し
た
増
田
善
信
氏

（
元
気
象
庁
気
象
研
究
室

長
・
理
学
博
士
）
は
次
の
よ

う
に
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
以
降
の
温
暖

化
防
止
の
国
際
条
約
「
パ
リ

協
定
」
は

16年
に
発
効
し
、

世
界
の
平
均
気
温
の
上
昇
を
産

業
革
命
以
前
の
２
度
未
満
に
抑

え
る
た
め
、
今
世
紀
中
に
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
「
実
質

ゼ
ロ
」
に
す
る
と
約
束
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
世
界
第
二
位
の
排
出

国
ア
メ
リ
カ
で
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
が
離
脱
を
表
明
す
る
な
ど
、

逆
流
が
起
き
て
い
ま
す
。
世
界

各
地
の
高
校
生
や
大
学
生
が
政

府
や
企
業
に
地
球
温
暖
化
対
策

の
強
化
を
求
め
て
授
業
を
ボ
イ

コ
ッ
ト
す
る
「
気
候
の
た
め
の

学
校
ス
ト
ラ
イ
キ
」
を
一
斉
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

ス
イ
ス
の
科
学
者
や
学
者
が
ス

ト
ラ
イ
キ
を
支
持
す
る
声
明
を

発
表
し
て
い
ま
す
。
「
公
害
と

地
球
温
暖
化
問
題
の
根
は
一
つ

だ
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
化
石

燃
料
を
ゼ
ロ
に
す
る
」
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
黒
木
）

公害と異常気象の根はひとつ
地球温暖化で学習会

毎
年
６
月
は
環
境
週
間
で
す
。

〝
な
く
そ
う
公
害
、
守
ろ
う
地
球

環
境
、
す
べ
て
の
被
害
者
救
済

〟
を
求
め
て
、
第

44回
全
国
公
害
被

害
者
総
行
動
が
取
り
組
ま
れ
ま
す
。
６
月
５
日
～
６
日
に
環
境
省
交

渉
や
省
庁
へ
の
要
請
行
動
、
集
会
や
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
の
活
動
の
重
点
は
、
〝
ノ
ー
モ
ア
・
ミ
ナ
マ
タ
、
原
発
ゼ
ロ
、

ス
ト
ッ
プ
温
暖
化

〟
と
共
に

〝
大
気
汚
染
公
害
被
害
者
へ
の
「
全
国

一
律
医
療
救
済
制
度
」
の
実
現

〟
で
す
。

学習会を主催した地球懇の橋本良仁さん
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▼
俳

句
江
戸
川

長
沢
常
良

区
役
所
の
海
抜
標
示
花
辛
夷

こ
ぶ

し

一
望
の
ダ
ム
湖
の
碧
さ
鳥
帰
る

佐
倉
の
森
鶯
の
初
音
冴
へ
に
け
り

白
足
袋
の
材
木
屋
来
る
樫
の
花

草
で
拭
く
春
泥
の
シ
ュ
ー
ズ
か
な

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

久
び
さ
に
友
と
語
ら
い
時
を
忘
れ
て

さ
ざ
波
に
ゆ
れ
て
お
し
島
葦
の
宿

春
雨
の
滴
雫
重
た
や
梅
の
花

し
ず

く

東
葛
西

新
真

成
人
の
日
大
関
十
余
年
横
綱
去
る

彼
岸
過
ぎ
ま
で
話
は
空
襲
の
こ
と
ば
か
り

３ ６

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月

20日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

一
晩
で

10万
人
以
上
の
市
民
が
犠

牲
に
な
っ
た
東
と
大
空
襲
か
ら

74年

目
の
３
月

10日
、
江
東
区
文
化
セ
ン

タ
ー
で
「
東
と
大
空
襲
を
語
り
継
ぐ
つ

ど
い
」
が
、
開
催
さ
れ
、
３
５
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
今
回
私
は
、

〝

12

才
で
弟
妹
の
手
を
引
き
、
江
東
区
か
ら

旧
葛
西
橋
を
渡
っ
て
生
き
延
び
た

〟

体
験
を
持
つ
Ｈ
さ
ん
と
ご
一
緒
し
ま
し

た
。墨
田
区
で
の
空
襲
体
験
を
語
っ
た
の

は
、
正
木
安
喜
子
さ
ん
（

86）
。
「
防
空

壕
に
入
っ
て
外
を
見
上
げ
る
と
、
Ｂ

29爆
撃
機
の
機
影
と
焼
夷
弾
が
斜
め
に

落
ち
て
く
る
の
が
見
え
た
。
避
難
先
の

中
学
校
に
も

30～

40人
が
い
て
、
火

の
玉
が
窓
ガ
ラ
ス
を
突
き
破
っ
て
入
っ

て
き
た
。
背
中
に
や
け
ど
を
負
い
な
が

ら
、
運
動
場
を
這
う
よ
う
に
歩
い

た
」
。
「
私
は
、

10万
人
の
犠
牲
の
上
に

生
か
さ
れ
て
い
る
。
戦
争
は
悲
惨
な
も

の
で
す
。
ど
う
か
語
り
継
い
で
く
だ
さ

い
」
と
の
訴
え
は
、
参
加
者
の
心
を
打

つ
も
の
で
し
た
。

江
東
区
の
空
襲
・
戦
災
資
料
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
て
学
ん
だ
長
岡
市
立
小
学

校
の
６
年
生
た
ち
は
、
新
潟
・
長
岡
空

襲
に
当
て
は
め
た
劇
を
作
成
・
上
演

し
、
そ
れ
を
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
に
し
て
届

け
て
く
れ
ま
し
た
。
「
修
学
旅
行
で
東

と
大
空
襲
の
お
話
を
聞
き
、
そ
れ
が
私

た
ち
の
心
を
動
か
し
、
今
度
は
私
た
ち

が
長
岡
の
会
場
の
皆
さ
ん
に
感
動
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
共
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
江
東
区
南
央
小
学
校
の
６
年

生
は
、
「
多
く
の
人
た
ち
が
火
だ
る
ま

と
な
っ
た
と
聞
い
て
、
と
て
も
怖
か
っ

た
。
自
分
の
国
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち

と
同
じ
よ
う
に
、
相
手
の
国
の
人
た
ち

の
命
を
考
え
ら
れ
た
ら
戦
争
は
な
く
な

る
の
で
は
な
い
か
」
と
ス
ピ
ー
チ
し
ま

し
た
。

直
木
賞
作
家
の
中
島
と
子
さ
ん

（
｢
小
さ
い
お
う
ち
」
の
作
者
）
が
、

「
記
憶
を
受
け
取
る
～
想
像
力
の
鍛
え

方
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
、
実
際
に

空
襲
を
受
け
た
人
た
ち
が
少
な
く
な
る

中
で
資
料
や
戦
災
遺
構
を
も
と
に
思
い

浮
か
べ
て
い
く
こ
と
の
大
事
さ
、
戦
争

の
悲
惨
さ
を
受
け
継
い
で
行
く
こ
と
の

重
要
性
を
お
話
し
し
て
く
れ
ま
し
た
。

『
語
ら
れ
た
体
験
が
、
想
像
力
を
育

み
、
次
の
世
代
に
受
け
継
が
れ
る
』
そ

の
大
切
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
さ
せ

ら
れ
た
つ
ど
い
で
し
た
。

▼
短

歌
西
瑞
江

豊
田

育
子

刺
草
を
軍
馬
の
為
と
刈
ら
さ
れ
き
霞
が
浦
に
わ
れ
は
十
歳

い
ら

く
さ

飴
い
ろ
の
母
使
ひ
た
る
鯨
尺
目
盛
り
三
つ
は
五
セ
ン
チ
ほ
ど
か

ウ
イ
グ
ル
に
民
族
の
言
葉
禁
止
令
こ
の
現
代
に
耳
を
疑
う

瑞
江

今
井

雄
二

バ
ス
車
内
老
い
を
見
か
ね
て
席
立
て
ば
そ
わ
そ
わ
し
出
す
前
も
後
ろ
も

矍
鑠
た
る
被
爆
者
な
り
声
凛
々
し
「
平
和
へ
の
誓
い
」
に
胸
熱
く
す
る

か
く

し
ゃ

く

反
省
を
し
な
い
が
故
に
舌
の
根
は
乾
か
ず
彼
ら
の
暴
言
続
く

エッセイ

◆
私
は
終
戦
の
年
学
校
に
入

学
、
生
活
も
大
変
だ
っ
た
が
学

校
に
行
け
た
こ
と
を
今
考
え
る

と
う
れ
し
く
思
う
。
文
科
省
も

本
気
に
な
っ
て
も
っ
と
夜
間
中

学
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
。

夜
間
小
も
必
要
で
は
な
い
か
。

や
は
り
政
治
の
力
が
必
要
だ
。

私
も
少
し
で
も
力
に
な
れ
た
ら

と
思
う
。

◆
今
ま
で
あ
ま
り
知
ろ
う
と
し

な
か
っ
た
社
会
を
見
せ
て
い
た

だ
き
感
動
し
ま
し
た
。
教
師
の

大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
が
、
根

本
は
人
間
性
で
す
ね
。
映
画
に

出
て
い
ら
し
た
先
生
方
の
情
熱

に
は
本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
し

た
。

◆
普
通
に
中
学
へ
行
き
高
校
へ

行
け
る
、
そ
れ
が
幸
せ
な
こ
と

だ
と
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
子
供
た
ち
が
色
々
な
事
情

で
小
中
学
校
へ
通
え
な
か
っ
た

の
だ
っ
た
ら
、
今
こ
そ
手
を
さ

し
の
べ
て
学
ぶ
喜
び
を
感
じ
る

夜
間
中
学
校
を
早
急
に
全
国
に

作
る
べ
き
で
は
。
外
国
人
の
訴

え
る
一
言
一
言
が
胸
に
響
き
ま

し
た
。

◆
「
学
ぶ
こ
と
は
生
き
の
び
る

こ
と
」
と
い
う
生
徒
さ
ん
の
言

葉
が
耳
に
残
り
ま
す
。

◆
墨
田
、
荒
川
、
江
戸
川
な
ど

の
夜
間
中
学
で
は
外
国
人
へ
の

扉
を
広
げ
て
待
っ
て
い
る
。
夜

間
中
学
の
毎
日
は
ド
ラ
マ
に
色

づ
い
て
い
る
。
私
の
中
学
時
代

は
一
ク
ラ
ス

50人
以
上
で
何
人

か
が
登
校
で
き
な
か
っ
た
が
、

そ
の
後
ど
う
し
た
だ
ろ
う
。
ま

た
戦
災
孤
児
の
子
ど
も
た
ち
は

ど
う
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
「
こ
ん

ば
ん
は

Ⅱ
」
は
涙
な
し
に
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
。

◆
今
回
久
し
ぶ
り
に
観
た
が
、

新
鮮
に
鑑
賞
で
き
た
。
や
は
り

学
び
の
精
神
を
伝
え
る
映
画
だ

と
思
っ
た
。
私
自
身
夜
間
中
学

に
勤
務
で
き
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。

◆
ま
ず
一
番
に
日
本
に
生
ま
れ

た
こ
と
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。
し
か
し
そ
の
良
い
生
活

環
境
に
気
づ
か
ず
過
ご
し
て
き

た
こ
と
が
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。
人
生
が
終
わ
る
ま
で
に
何

か
役
立
つ
こ
と
を
し
た
い
と
改

め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
少
し
で

も
皆
が
良
い
生
き
方
が
で
き
る

よ
う
な
政
治
を
希
望
し
ま
す
。

◆
学
ん
で
い
る
人
た
ち
の
顔
が

輝
い
て
い
て
学
ぶ
こ
と
で
力
が

つ
い
て
い
く
こ
と
が
本
当
に
よ

く
わ
か
っ
た
。
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ

を
着
た
ハ
ル
モ
ニ
が
植
民
地
時

代
の
経
験
を
話
し
た
時
、
先
生

が
「
償
い
き
れ
な
い
こ
と
を
し

ま
し
た
」
と
正
直
に
伝
え
る
場

面
、
保
守
政
党
の
政
治
家
に
見

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
。

◆
正
に
教
育
の
原
点
が
あ
る
と

思
っ
た
。
こ
ん
な
に
楽
し
く
学

べ
る
学
校
。
つ
く
づ
く
い
じ
め

の
原
因
は
何
か
を
考
え
さ
せ
ら

れ
る
。

◆
教
育
を
受
け
る
こ
と
は
人
生

を
い
か
に
楽
し
く
有
意
義
に
生

き
る
か
、
と
い
う
こ
と
な
ん
で

す
ね
。
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。

◆
夜
間
中
学
の
実
態
が
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。
学
ぶ
こ
と
の
大

切
さ
、
必
要
性
、
喜
び
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。
多
く
の
人
に
観
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

学
ぶ

こ
と

は
未

来
を

ひ
ら

く
こ

と
夜

間
中

学
校

の
ド
キ

ュ
メ

ン
タ

リ
ー

映
画

鑑
賞

会

映
画

「
こ
ん
ば
ん

は
」
は
、
墨
田
区
文
花
中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
学

ぶ
姿
や
先
生
た
ち
の
楽
し
い
授
業
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
大
爆
笑

す
る
場
面
も
。

「
こ
ん
ば

ん
は
Ⅱ

」
で
は
各
地
の
夜
間
中
学
卒
業
生

が
、
そ
こ
に
辿
り
つ
く
ま
で
の
苦
難
の
道
と
学
び
の
体
験
が
語
ら
れ

ま
し
た
。
鑑
賞
後
の
感
想
を
掲
載
し
ま
す
。

（
小
林
）

（
３
月

27日
葛
西
み
な
み
診
療
所
５
階
に
て
。

34名
参
加
）

映画の一場面 楽しそう！

先生もいきいきしている

若い人も教え教えられ学びます

語
り
継
ぐ
と
は

３
月

10日

東
京
大

空
襲
を
語

り
継
ぐ

つ
ど
い

東
葛
西

伊
藤
信
子
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楽しく歌って

元気になろう

●毎月第４土曜日

14時～16時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

うたごえ喫茶

いつまでも自分の

足で歩くために

●第１・３火曜日

●13時30分～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

健康体操教室

予約不要どなたでも

●毎週月曜日

●食事代

コーヒー付600円

●葛西みなみ診療所

５階ホール

楽しく

歌いましょう

●毎月 第３金曜日

13時～16時

●会費：900円

●「居酒屋好士」

●申込み：

℡.03-3651-2944

囲碁・将棋クラブ アミティエ
コカリナ
サークル

木の音色を
奏でませんか

●第１・３木曜日

9時半～11時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●入会見学いつでも。

●毎週 金曜日

13時～17時

●新小岩診療所

３Ｆ会議室

●参加無料です。

みなさんの参

加をお待ちし

ております。

温
暖
化
の
せ
い
で
、
昨
年
大

分
県
日
田
市
は
大
水
害
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。
田
畑
は
流
さ
れ
、

床
上
浸
水
、
辛
う
じ
て
代
々
の

墓
だ
け
は
残
っ
た
、
こ
こ
が
私

の
ふ
る
さ
と
で
す
。

家
は
三
番
目
の
弟
が
継
い
だ

も
の
の
早
く
に
亡
く
な
り
、
い

ま
は
そ
の
妻
と
息
子
が
家
を
守
っ

て
い
た
が
こ
の
在
り
様
で
す
。

当
初
は
国
か
ら
の
支
援
は
あ
っ

た
と
い
う
が
、
今
は
皆
無
―

「
お
兄
さ
ん
、
お
兄
さ
ん
」
と

頼
っ
て
来
れ
ば
、
年
金
暮
ら
し

の
私
も
工
面
し
て
、
健
康
の
た

め
も
あ
る
と
食
費
を
削
っ
て
の

支
援
。
現
地
は
市
の
日
雇
い
業

務
も
少
な
く
、
県
外
ま
で
働
き

に
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
模
様
。

ふ
る
さ
と
は
荒
れ
放
題
で
す
。

も
っ
と
政
府
は
ふ
る
さ
と
を

大
事
に
し
て
ほ
し
い
。
奇
麗
な

観
光
地
だ
け
で
な
く
田
舎
暮
ら

し
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。
今
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
機
に
暮
ら
し
の
観
光
立
国
を

目
指
し
た
い
。
そ
う
い
う
ふ
る

さ
と
再
生
を
考
え
て
ほ
し
い
。

土
着
（
ネ
イ
テ
ィ
ブ
）
の
日
本

人
に
は
ふ
る
さ
と
は
必
要
で
す
。

い
や
、
ふ
る
さ
と
な
し
に
は
生

き
て
い
け
ま
せ
ん
。
小
鮒
を
釣
っ

た
小
川
、
土
筆
（
つ
く
し
）
を

摘
ん
だ
野
山
が
欲
し
い
の
で
す
。

私
は
今
年
で
八
十
六
歳
に
な

り
ま
す
が
、
見
る
の
は
故
郷
の

夢
ば
か
り
で
す
。
年
を
ふ
れ
ば

栄
養
素
と
し
て
機
能
精
神
食
品

が
欲
し
い
し
、
語
り
合
う
友
が

欲
し
い
の
で
す
。
馬
車
馬
の
よ

う
に
働
く
だ
け
で
は
体
が
も
ち

ま
せ
ん
。
い
ま
私
の
周
り
に
は

誘
っ
て
く
れ
る
友
が
お
り
、
更

に
趣
味
仲
間
が
大
勢
い
ま
す
。

オ
レ
オ
レ
詐
欺
で
な
い
聞
き
馴

れ
た
声
の
電
話
が
掛
か
っ
て
き

ま
す
。
第
二
の
ふ
る
さ
と
も
捨

て
難
い
も
の
で
す
。

い
ま
私
の
頭
に
は
、
室
生
犀

星
の
味
わ
い
の
あ
る
「
ふ
る
さ

と
」
の
詩
句
が
よ
ぎ
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て

思
ふ
も
の
…
‥

‥
…
…

ふ
る
さ
と
は

心
の
糧

さわやか喫茶着物リメイクの会

大分県

西葛西 梶原安之

着なくなった着物で

洋服や小物づくり

●毎週 金曜日

●10時～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●昼食・裁縫道具持参

▼参加無料

手芸サークル

●第1・2・3・5

水曜日

13時～16時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加費1回につき

200円。他作品の

実費が必要です。

一之江センター

毎週火・水・木10時～15時

みなさんの来所をお待ちし

ています。

●一之江ハーモラス

第２(土)14～16時
●小物作り

火/水/木 10～15時
●男の時間（木彫り）

第1・3(水)11～15時

●場所:一之江内科４階

カラオケ好きな方

一緒に歌いましょう！

●毎月第４水曜日

13時～

●会場 葛西駅前

「歌広場」

●参加費 1000円

カラオケサークル

●毎月第２・３木曜日

14時～16時

●飲み物・クッキー

など１００円

●新小岩診療所

３階会議室

ほっとカフェ カラオケお楽しみ会

新
小
岩
診
療
所
の
２
階
で
所

長
の
田
村
ド
ク
タ
ー
を
講
師
に

高
血
圧
の
は
な
し
と
題
し
て
学

習
会
を
行
い
ま
し
た
。
「
血

圧
」
と
は
、
血
液
の
圧
力
に

よ
っ
て
血
管
壁
が
押
さ
れ
る
力

の
こ
と
で
、
心
臓
か
ら
送
り
出

さ
れ
る
血
液
の
量
と
、
血
管
の

硬
さ
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
「
血

圧
」
に
は
、
心
臓
の
収
縮
に

よ
っ
て
血
液
が
全
身
に
送
り
出

さ
れ
る
時
の
圧
力
の
「
収
縮
期

血
圧
」
と
心
臓
が
拡
張
し
て
全

身
の
血
液
が
心
臓
に
戻
る
と
き

の
圧
力
の
「
拡
張
期
血
圧
」
が

あ
る
。
血
圧
が
高
い
と
い
ろ
い

ろ
な
合
併
症
（
脳
卒
中
、
腎
障

害
、
心
肥
大
、
心
不
全
、
心
筋

梗
塞
、
狭
心
症
、
閉
塞
性
動
脈

硬
化
症
な
ど
）
が
進
行
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

白
衣
高
血
圧
（
診
察
室
で
測

定
）
の
人
も
多
い
ら
し
く
、
家

庭
で
も
測
る
の
が
良
い
と
の
こ

と
。
家
庭
血
圧
は
朝
と
夜
の
１

日
２
度
測
る
の
が
原
則
で
、
朝

起
床
後
１
時
間
以
内
に
排
泄
を

済
ま
せ
、
朝
食
や
服
薬
の
前
に

測
定
す
る
。
夜
は
入
浴
後
や
飲

酒
後
は
少
し
時
間
を
お
い
て
、

就
寝
前
に
測
定
す
る
の
が
よ
い

そ
う
で
す
。

高
血
圧
に
な
る
原
因
は
生
活

習
慣
な
ど
に
あ
り
、
塩
分
の
取

り
過
ぎ
、
肥
満
、
喫
煙
な
ど
に

気
を
つ
け
る
こ
と
が
重
要
だ
そ

う
で
す
。
上
の
図
を
参
考
に
し

て
下
さ
い
。
食
事
は
バ
ラ
ン
ス

よ
く
食
べ
る
、
塩
分
少
な
め

（
１
日
６
㌘
未
満
）
カ
リ
ウ
ム

は
血
液
中
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
交

換
す
る
の
で
有
効
だ
と
の
話
で

し
た
。
日
頃
の
生
活
習
慣
を
見

直
す
良
い
機
会
に
な
り
ま
し

た
。

（
猪
瀬
）

高
血
圧

の
は
な
し

生
活
習

慣
病
の

学
習
会

松
島

中
央

支
部

2月27日、友の会一之江センターでは、1～3月に誕

生日を迎えた会員さんを祝うお誕生会がひらかれ、25

人が参加しました。日頃から手芸、小物づくりで顔な

じみの親しい仲間。手づくり料理、お菓子などを持ち

寄り会話がはずみました。食べることは、人生のかけ

がえのない喜びです。社会とのつながりは長寿のひけ

つ。栄養と運動を大切にして次回の誕生会も元気で集

いましょうと散会しました。 （江戸川 櫻井和代）

手作り料理をかこんでお誕生日会
〈一之江センター〉

許すな安部改憲発議 2019 平和といのちと人権を

５・３憲法集会
2019 年 5 月 3 日(金・休）11:00 ～ 15:30

会場：有明防災公園（江東区）

○友の会で大型バスを用意します

○バスのりばと時間は参加者のみにお知らせします

「佐倉義民伝」を観劇しよう

2019 年5月19日(日）16:00 開演(15:30 開場）

友の会特別観劇料金 7,400 円（10,100 円のところ）

※チケットの申込みは友の会事務局まで

電話：03-5679-7130

みんなでお祝い、笑顔がひろがります

前進座劇場 5月国立劇場公演

３月 29日

食事・運動療法のみで血圧のコントロー

ルがうまくいかない場合は薬物療法もあ

わせて行っていきます。
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▼
俳

句
江
戸
川

長
沢
常
良

区
役
所
の
海
抜
標
示
花
辛
夷

こ
ぶ

し

一
望
の
ダ
ム
湖
の
碧
さ
鳥
帰
る

佐
倉
の
森
鶯
の
初
音
冴
へ
に
け
り

白
足
袋
の
材
木
屋
来
る
樫
の
花

草
で
拭
く
春
泥
の
シ
ュ
ー
ズ
か
な

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

久
び
さ
に
友
と
語
ら
い
時
を
忘
れ
て

さ
ざ
波
に
ゆ
れ
て
お
し
島
葦
の
宿

春
雨
の
滴
雫
重
た
や
梅
の
花

し
ず

く

東
葛
西

新
真

成
人
の
日
大
関
十
余
年
横
綱
去
る

彼
岸
過
ぎ
ま
で
話
は
空
襲
の
こ
と
ば
か
り

３ ６

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月

20日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

一
晩
で

10万
人
以
上
の
市
民
が
犠

牲
に
な
っ
た
東
と
大
空
襲
か
ら

74年

目
の
３
月

10日
、
江
東
区
文
化
セ
ン

タ
ー
で
「
東
と
大
空
襲
を
語
り
継
ぐ
つ

ど
い
」
が
、
開
催
さ
れ
、
３
５
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
今
回
私
は
、

〝

12

才
で
弟
妹
の
手
を
引
き
、
江
東
区
か
ら

旧
葛
西
橋
を
渡
っ
て
生
き
延
び
た

〟

体
験
を
持
つ
Ｈ
さ
ん
と
ご
一
緒
し
ま
し

た
。墨
田
区
で
の
空
襲
体
験
を
語
っ
た
の

は
、
正
木
安
喜
子
さ
ん
（

86）
。
「
防
空

壕
に
入
っ
て
外
を
見
上
げ
る
と
、
Ｂ

29爆
撃
機
の
機
影
と
焼
夷
弾
が
斜
め
に

落
ち
て
く
る
の
が
見
え
た
。
避
難
先
の

中
学
校
に
も

30～

40人
が
い
て
、
火

の
玉
が
窓
ガ
ラ
ス
を
突
き
破
っ
て
入
っ

て
き
た
。
背
中
に
や
け
ど
を
負
い
な
が

ら
、
運
動
場
を
這
う
よ
う
に
歩
い

た
」
。
「
私
は
、

10万
人
の
犠
牲
の
上
に

生
か
さ
れ
て
い
る
。
戦
争
は
悲
惨
な
も

の
で
す
。
ど
う
か
語
り
継
い
で
く
だ
さ

い
」
と
の
訴
え
は
、
参
加
者
の
心
を
打

つ
も
の
で
し
た
。

江
東
区
の
空
襲
・
戦
災
資
料
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
て
学
ん
だ
長
岡
市
立
小
学

校
の
６
年
生
た
ち
は
、
新
潟
・
長
岡
空

襲
に
当
て
は
め
た
劇
を
作
成
・
上
演

し
、
そ
れ
を
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
に
し
て
届

け
て
く
れ
ま
し
た
。
「
修
学
旅
行
で
東

と
大
空
襲
の
お
話
を
聞
き
、
そ
れ
が
私

た
ち
の
心
を
動
か
し
、
今
度
は
私
た
ち

が
長
岡
の
会
場
の
皆
さ
ん
に
感
動
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
共
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
江
東
区
南
央
小
学
校
の
６
年

生
は
、
「
多
く
の
人
た
ち
が
火
だ
る
ま

と
な
っ
た
と
聞
い
て
、
と
て
も
怖
か
っ

た
。
自
分
の
国
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち

と
同
じ
よ
う
に
、
相
手
の
国
の
人
た
ち

の
命
を
考
え
ら
れ
た
ら
戦
争
は
な
く
な

る
の
で
は
な
い
か
」
と
ス
ピ
ー
チ
し
ま

し
た
。

直
木
賞
作
家
の
中
島
と
子
さ
ん

（
｢
小
さ
い
お
う
ち
」
の
作
者
）
が
、

「
記
憶
を
受
け
取
る
～
想
像
力
の
鍛
え

方
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
、
実
際
に

空
襲
を
受
け
た
人
た
ち
が
少
な
く
な
る

中
で
資
料
や
戦
災
遺
構
を
も
と
に
思
い

浮
か
べ
て
い
く
こ
と
の
大
事
さ
、
戦
争

の
悲
惨
さ
を
受
け
継
い
で
行
く
こ
と
の

重
要
性
を
お
話
し
し
て
く
れ
ま
し
た
。

『
語
ら
れ
た
体
験
が
、
想
像
力
を
育

み
、
次
の
世
代
に
受
け
継
が
れ
る
』
そ

の
大
切
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
さ
せ

ら
れ
た
つ
ど
い
で
し
た
。

▼
短

歌
西
瑞
江

豊
田

育
子

刺
草
を
軍
馬
の
為
と
刈
ら
さ
れ
き
霞
が
浦
に
わ
れ
は
十
歳

い
ら

く
さ

飴
い
ろ
の
母
使
ひ
た
る
鯨
尺
目
盛
り
三
つ
は
五
セ
ン
チ
ほ
ど
か

ウ
イ
グ
ル
に
民
族
の
言
葉
禁
止
令
こ
の
現
代
に
耳
を
疑
う

瑞
江

今
井

雄
二

バ
ス
車
内
老
い
を
見
か
ね
て
席
立
て
ば
そ
わ
そ
わ
し
出
す
前
も
後
ろ
も

矍
鑠
た
る
被
爆
者
な
り
声
凛
々
し
「
平
和
へ
の
誓
い
」
に
胸
熱
く
す
る

か
く

し
ゃ

く

反
省
を
し
な
い
が
故
に
舌
の
根
は
乾
か
ず
彼
ら
の
暴
言
続
く

エッセイ

◆
私
は
終
戦
の
年
学
校
に
入

学
、
生
活
も
大
変
だ
っ
た
が
学

校
に
行
け
た
こ
と
を
今
考
え
る

と
う
れ
し
く
思
う
。
文
科
省
も

本
気
に
な
っ
て
も
っ
と
夜
間
中

学
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
。

夜
間
小
も
必
要
で
は
な
い
か
。

や
は
り
政
治
の
力
が
必
要
だ
。

私
も
少
し
で
も
力
に
な
れ
た
ら

と
思
う
。

◆
今
ま
で
あ
ま
り
知
ろ
う
と
し

な
か
っ
た
社
会
を
見
せ
て
い
た

だ
き
感
動
し
ま
し
た
。
教
師
の

大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
が
、
根

本
は
人
間
性
で
す
ね
。
映
画
に

出
て
い
ら
し
た
先
生
方
の
情
熱

に
は
本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
し

た
。

◆
普
通
に
中
学
へ
行
き
高
校
へ

行
け
る
、
そ
れ
が
幸
せ
な
こ
と

だ
と
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
子
供
た
ち
が
色
々
な
事
情

で
小
中
学
校
へ
通
え
な
か
っ
た

の
だ
っ
た
ら
、
今
こ
そ
手
を
さ

し
の
べ
て
学
ぶ
喜
び
を
感
じ
る

夜
間
中
学
校
を
早
急
に
全
国
に

作
る
べ
き
で
は
。
外
国
人
の
訴

え
る
一
言
一
言
が
胸
に
響
き
ま

し
た
。

◆
「
学
ぶ
こ
と
は
生
き
の
び
る

こ
と
」
と
い
う
生
徒
さ
ん
の
言

葉
が
耳
に
残
り
ま
す
。

◆
墨
田
、
荒
川
、
江
戸
川
な
ど

の
夜
間
中
学
で
は
外
国
人
へ
の

扉
を
広
げ
て
待
っ
て
い
る
。
夜

間
中
学
の
毎
日
は
ド
ラ
マ
に
色

づ
い
て
い
る
。
私
の
中
学
時
代

は
一
ク
ラ
ス

50人
以
上
で
何
人

か
が
登
校
で
き
な
か
っ
た
が
、

そ
の
後
ど
う
し
た
だ
ろ
う
。
ま

た
戦
災
孤
児
の
子
ど
も
た
ち
は

ど
う
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
「
こ
ん

ば
ん
は

Ⅱ
」
は
涙
な
し
に
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
。

◆
今
回
久
し
ぶ
り
に
観
た
が
、

新
鮮
に
鑑
賞
で
き
た
。
や
は
り

学
び
の
精
神
を
伝
え
る
映
画
だ

と
思
っ
た
。
私
自
身
夜
間
中
学

に
勤
務
で
き
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。

◆
ま
ず
一
番
に
日
本
に
生
ま
れ

た
こ
と
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。
し
か
し
そ
の
良
い
生
活

環
境
に
気
づ
か
ず
過
ご
し
て
き

た
こ
と
が
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。
人
生
が
終
わ
る
ま
で
に
何

か
役
立
つ
こ
と
を
し
た
い
と
改

め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
少
し
で

も
皆
が
良
い
生
き
方
が
で
き
る

よ
う
な
政
治
を
希
望
し
ま
す
。

◆
学
ん
で
い
る
人
た
ち
の
顔
が

輝
い
て
い
て
学
ぶ
こ
と
で
力
が

つ
い
て
い
く
こ
と
が
本
当
に
よ

く
わ
か
っ
た
。
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ

を
着
た
ハ
ル
モ
ニ
が
植
民
地
時

代
の
経
験
を
話
し
た
時
、
先
生

が
「
償
い
き
れ
な
い
こ
と
を
し

ま
し
た
」
と
正
直
に
伝
え
る
場

面
、
保
守
政
党
の
政
治
家
に
見

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
。

◆
正
に
教
育
の
原
点
が
あ
る
と

思
っ
た
。
こ
ん
な
に
楽
し
く
学

べ
る
学
校
。
つ
く
づ
く
い
じ
め

の
原
因
は
何
か
を
考
え
さ
せ
ら

れ
る
。

◆
教
育
を
受
け
る
こ
と
は
人
生

を
い
か
に
楽
し
く
有
意
義
に
生

き
る
か
、
と
い
う
こ
と
な
ん
で

す
ね
。
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。

◆
夜
間
中
学
の
実
態
が
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。
学
ぶ
こ
と
の
大

切
さ
、
必
要
性
、
喜
び
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。
多
く
の
人
に
観
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

学
ぶ

こ
と

は
未

来
を

ひ
ら

く
こ

と
夜

間
中

学
校

の
ド
キ

ュ
メ

ン
タ

リ
ー

映
画

鑑
賞

会

映
画

「
こ
ん
ば
ん

は
」
は
、
墨
田
区
文
花
中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
学

ぶ
姿
や
先
生
た
ち
の
楽
し
い
授
業
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
大
爆
笑

す
る
場
面
も
。

「
こ
ん
ば

ん
は
Ⅱ

」
で
は
各
地
の
夜
間
中
学
卒
業
生

が
、
そ
こ
に
辿
り
つ
く
ま
で
の
苦
難
の
道
と
学
び
の
体
験
が
語
ら
れ

ま
し
た
。
鑑
賞
後
の
感
想
を
掲
載
し
ま
す
。

（
小
林
）

（
３
月

27日
葛
西
み
な
み
診
療
所
５
階
に
て
。

34名
参
加
）

映画の一場面 楽しそう！

先生もいきいきしている

若い人も教え教えられ学びます

語
り
継
ぐ
と
は

３
月

10日

東
京
大

空
襲
を
語

り
継
ぐ

つ
ど
い

東
葛
西

伊
藤
信
子
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どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助けに

なるのです。

なぎさ薬局

TEL03-5679-7137／ FAX03-5679-7138

●紫外線の種類

紫外線はエネルギーや波長の順に UVA、UVB、UVC

の３種類があります。UVC は紫外線の中で一番有害で

すが、オゾン層に吸収されるため地表に届くのは UVA

と UVB です。

UVA は皮膚の奥深く、真皮まで届きダメージを与え

ます。深いしわ、たるみの原因になります。窓ガラ

スや雲を通過するため、曇りの日や室内でも注意が

必要です。

UVB は肌表面が赤くなる炎症を起こします。UVA よ

り有害で、肌のしみ、しわ、そばかす、皮膚がんや

白内障の原因になると言われています。

紫外線の影響は肌のタイプで異なります。日本人

など有色人種は白色人種に比べて、紫外線の影響が

少ないことが分かっています。

●紫外線とビタミンＤ

日差しを浴びると紫外線の作用により体内でビタ

ミン Dを合成します。ビタミン Dは骨や歯の形成に

必要な栄養素です。1日

15 分程度の紫外線を浴び

れば必要なビタミン Dを

得られるため、日焼けを

するほどの日光浴は必要

ないでしょう。

紫外線対策は（１）長

時間、日光に当たらない

（２）帽子、日傘、手袋、UV カット機能のサングラス

を活用する（３）日焼け止めを使うの３点です。

●日焼け止めの種類

日焼け止めの成分は「紫外線吸収剤」と「紫外線

散乱剤」に分類されます。

紫外線吸収剤は、紫外線を吸収し熱エネルギーに

変えた後に外部へ放出させます。肌への負担が大き

く、敏感肌や子どもにはあまり適しません。

紫外線散乱剤は、紫外線が直接肌に当たらないよ

うに反射させ散乱させます。紫外線吸収剤より肌へ

の負担が軽いとされています。ただし、日焼け止め

のクリームが白く残ることがあります。

（次号につづく）

「いつでも元気」より転載

編
集
後
記

▼
３
・

11前
後
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
大

震
災
や
原
発
問
題
を
い
ろ
い
ろ
な
角

度
か
ら
取
り
上
げ
た
。
反
原
発
の
集

会
も
各
地
で
。
私
も
何
か
し
な
く
て

は
と
３
・
９
の
集
会
に
参
加
し
た
。

あ
れ
か
ら
８
年
、
す
ぐ
に
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
転
換
が
な
さ
れ
る
と
思
っ

た
の
に
…
▼
８
年
前
と
同
じ
よ
う
に

一
斉
地
方
選
の
年
。
参
議
院
選
挙
と

合
わ
せ
、
政
策
転
換
を
迫
る
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
。
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く

選
挙
権
の
行
使
で
賢
い
選
択
を
▼
春

ら
ん
ま
ん
。
お
花
見
、
も
う
済
ま
せ

た
か
し
ら
？
さ
く
ら
前
線
を
追
っ
て

国
内
旅
行
を
す
る
の
が
リ
タ
イ
ア
後

の
夢
だ
っ
た
け
ど
、
ま
だ
実
現
し
て

い
な
い
。
実
現
さ
せ
た
い
こ
と
を
持

つ
の
は
良
い
こ
と
だ
▼
毎
日
、
今
日

し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
済
ま

せ
た
ら
、
あ
と
は
に
こ
に
こ
笑
っ

て
。
こ
れ
が
健
康
の
秘
訣
だ
と
何
か

で
読
ん
だ
。
何
を
す
る
に
も
健
康
第

一
で
す
よ
ね
。

（
太
田
）

役立つ健康メモ 68 薬の話№36

紫外線と日焼け止め（上）

医
療
費
助
成
制
度
の
創
設
求
め

自
動
車
の
排
ガ
ス
な
ど
に
よ

る
大
気
汚
染
が
原
因
で
発
症
し

た
ぜ
ん
息
患
者

94人
が
、
２
月

18日
、
公
害
調
整
委
員
会
に

「
公
害
調
停
」
を
申
し
立
て
ま
し

た
。
こ
の
日
全
国
か
ら
結
集
し

た
患
者
と
支
援
者
は
、
環
境
省

や
ト
ヨ
タ
東
と
本
社
に
対
し
、

助
成
制
度
の
創
設
と
財
源
負
担

を
求
め
て
国
に
働
き
か
け
る
よ

う
、
要
請
し
ま
し
た
。

公
害
調
停
と
要
請
内
容

公
害
調
停
と
は
、
総
務
省
の

公
害
等
調
整
委
員
会
の
管
轄

で
、
公
害
の
発
生
原
因
者
と
被

害
者
が
話
し
合
っ
て
問
題
解
決

を
す
る
た
め
の
手
続
き
で
す
。

裁
判
と
は
違
い
、
こ
の
公
害
問

題
に
白
黒
を
つ
け
る
と
い
う
場

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
話
し

合
い
で
解
決
す
る
場
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
通
常
１
～
２

年
以
内
の
手
続
き
で
、
支
援
活

動
は
短
期
間
で
の
運
動
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

調
停
申
し
立
て
の
申
請
人
は

気
管
支
ぜ
ん
息
・
慢
性
気
管
支

炎
・
肺
気
腫
の
患
者
さ
ん
で
、

相
手
は
国
や
ト
ヨ
タ
な
ど
メ
ー

カ
ー
７
社
で
、
要
望
事
項
は
、

次
の
３
点
で
す
。

①
国
は
医
療
費
救
済
制
度
を
創

設
せ
よ
。

②
メ
ー
カ
ー
ら
は
同
制
度
に
つ

い
て
相
応
の
財
源
負
担
を
せ

よ
。

③
国
･
メ
ー
カ
ー
は
患
者
に
一
定

の
金
銭
賠
償
（
１
０
０
万

円
）
を
せ
よ
。

制
度
実
現
に
向
け
た

集
会
へ
参
加
を

２
０
０
７
年
に
勝
利
和
解
し

た
「
東
と
大
気
汚
染
訴
訟
」
の

和
解
条
項
の
中
で
、
自
動
車

メ
ー
カ
ー
の
公
害
発
生
原
因
者

と
し
て
そ
の
責
任
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
東
と
だ
け
で

な
く
、
川
崎
、
横
浜
、
千
葉
、

埼
玉
な
ど
首
都
圏
の
他
、
大
阪

や
名
古
屋
な
ど
地
方
議
会
で
も

救
済
制
度
の
創
設
を
求
め
る
決

議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
費
救
済
制
度
を
国
に
つ

く
ら
せ
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の

公
害
被
害
者
の
願
い
で
す
。
全

国
の
患
者
会
や
そ
の
支
援
組
織

「
あ
お
ぞ
ら
連
絡
会
」
で
は
、

①
自
動
車
メ
ー
カ
ー
宛
の
団
体

署
名
や
要
請
行
動

②
４
月

23日
（
火
）
、
ト
ヨ
タ

東
京
本
社
前
決
起
集
会
」

③
６
月
５
日
（
水
）

18時
か
ら

の
総
決
起
集
会
（
虎
ノ
門
・

ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
）
へ
の

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

ぜ
ん

息
患

者
が

公
害
調

停
申
し

立
て

支
援

活
動
を

広
げ
よ

う

第

44回
公
害
総
行
動
で
プ

レ
企
画
と
し
て
「
東
部
学
習

の
つ
ど
い
」
が
３
月

16日
に

足
立
区
の
千
住
福
祉
学
校
で

ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
「
異
常

気
象
と
地
球
温
暖
化
」
で
基

調
報
告
し
た
増
田
善
信
氏

（
元
気
象
庁
気
象
研
究
室

長
・
理
学
博
士
）
は
次
の
よ

う
に
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
以
降
の
温
暖

化
防
止
の
国
際
条
約
「
パ
リ

協
定
」
は

16年
に
発
効
し
、

世
界
の
平
均
気
温
の
上
昇
を
産

業
革
命
以
前
の
２
度
未
満
に
抑

え
る
た
め
、
今
世
紀
中
に
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
「
実
質

ゼ
ロ
」
に
す
る
と
約
束
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
世
界
第
二
位
の
排
出

国
ア
メ
リ
カ
で
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
が
離
脱
を
表
明
す
る
な
ど
、

逆
流
が
起
き
て
い
ま
す
。
世
界

各
地
の
高
校
生
や
大
学
生
が
政

府
や
企
業
に
地
球
温
暖
化
対
策

の
強
化
を
求
め
て
授
業
を
ボ
イ

コ
ッ
ト
す
る
「
気
候
の
た
め
の

学
校
ス
ト
ラ
イ
キ
」
を
一
斉
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

ス
イ
ス
の
科
学
者
や
学
者
が
ス

ト
ラ
イ
キ
を
支
持
す
る
声
明
を

発
表
し
て
い
ま
す
。
「
公
害
と

地
球
温
暖
化
問
題
の
根
は
一
つ

だ
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
化
石

燃
料
を
ゼ
ロ
に
す
る
」
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
黒
木
）

公害と異常気象の根はひとつ
地球温暖化で学習会

毎
年
６
月
は
環
境
週
間
で
す
。

〝
な
く
そ
う
公
害
、
守
ろ
う
地
球

環
境
、
す
べ
て
の
被
害
者
救
済

〟
を
求
め
て
、
第

44回
全
国
公
害
被

害
者
総
行
動
が
取
り
組
ま
れ
ま
す
。
６
月
５
日
～
６
日
に
環
境
省
交

渉
や
省
庁
へ
の
要
請
行
動
、
集
会
や
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
の
活
動
の
重
点
は
、
〝
ノ
ー
モ
ア
・
ミ
ナ
マ
タ
、
原
発
ゼ
ロ
、

ス
ト
ッ
プ
温
暖
化

〟
と
共
に

〝
大
気
汚
染
公
害
被
害
者
へ
の
「
全
国

一
律
医
療
救
済
制
度
」
の
実
現

〟
で
す
。

学習会を主催した地球懇の橋本良仁さん
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※休診日は日曜・祭日・年末年始

夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内

江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内

江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～12時30分
松村所長 和泉祐一 松村所長

新田英昭注②
診療受付

10:00～
12:30

（訪問診察）

関口康宣

第1.3.5
安藤浩

第2.4
工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①

予約外来
松村所長

注①

予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①

予約外来
松村所長

関口康宣
（訪問診察）

休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～
12時30分

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

佐藤武文
(内科・神経内科)

田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司

(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮

第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村所長

(内科)

外来休診

田村所長

(訪問診療)

馬渕 卓
(内科・糖尿病)

佐野裕之

(訪問診療)

田村所長
(内科)

外来休診

休診田村所長

(訪問診療)

夜間

18時～20時
休診

田村所長

(内科)

大倉哲朗

(内科外科)
休診

田村所長

(内科)
休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 瀬底

午後

14時～17時
高野所長 高野所長

外来休診
高野所長

外来休診
休診

訪問診療 訪問診療

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

セブンイレブン

マ
イ

バ
ス

ケ
ッ

ト

葛
西

み
な

み
高

校
入

口

環
七

通
り

↑

バスターミナル

浦安方面→

東
日
本
大
地
震
・
津
波
か
ら
あ
っ

と
い
う
間
に
８
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
津
波
で
東
と
電
力
福
島
第
一
原

発
が
飲
み
こ
ま
れ
た
瞬
間
、
そ
の
後

の
原
発
建
屋
の
水
素
爆
発
の
瞬
間
、

こ
の
二
つ
の
報
道
映
像
が
今
で
も
昨

日
の
出
来
事
の
様
に
目
の
奥
に
焼
き

付
い
て
離
れ
ま
せ
ん
。
「
原
発
ゼ
ロ

へ
」
と
願
い
、
上
野
恩
賜
公
園
の
野

外
ス
テ
ー
ジ
に
全
国
か
ら
１
３
０
０

人
、
江
戸
川
健
康
友
の
会
か
ら
は

13人
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
音
楽
を
通
じ
て
原
発
反
対
を
訴

え
る
サ
ン
バ
の
グ
ル
ー
プ
と
参
加
者

全
員
が
一
体
と
な
り
、
「
原
発
い
ら

な
い
、
原
発
と
共
用
・
共
存
で
き
な

い
」
と
大
合
唱
し
て
始
ま
り
ま
し

た
。
主
催
者
の
開
会
あ
い
さ
つ
、
国

会
議
員
の
あ
い
さ
つ
が
終
わ
り
、
被

災
者
で
あ
る
松
本
知
子
さ
ん
か
ら
避

難
生
活
の
経
験
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
当
時
高
校
二
年
生
で
、
楢

葉
町
か
ら
祖
父
と
両
親
の
一
家
４
人

で
い
わ
き
市
に
避
難
。
そ
の
後
学
校

や
仕
事
の
関
係
で
一
家
バ
ラ
バ
ラ
に

生
活
す
る
事
に
な
り
、
も
が
き
苦
し

み
な
が
ら
の
８
年
間
を
涙
な
が
ら
に

話
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
原
発
事
故
か
ら
三
年
目
の
２

０
１
４
年
に
、
津
波
と
原
発
事
故
の

両
方
の
被
害
を
受
け
帰
還
困
難
区
域

と
な
っ
た
富
岡
町
と
楢
葉
町
を
視
察

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
バ
ス
で

町
に
近
づ
く
と
、
放
射
線
測
定
器
の

警
報
音
が
鳴
り
響
き
、
緊
張
感
が
高

ま
り
ま
し
た
。
町
の
中
は
放
射
線
量

が
高
い
た
め
復
旧
作
業
も
ほ
と
ん
ど

手
つ
か
ず
の
状
態
で
し
た
。
当
然
住

民
は
誰
一
人
お
ら
ず
、
住
宅
の
庭
先

は
草
木
が
生
い
茂
り
、
ま
さ
に
ゴ
ー

ス
ト
タ
ウ
ン
を
見
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
見
え
な
い
放
射
線
の
恐
怖
、
原

発
事
故
で
ふ
る
さ
と
を
離
れ
ざ
る
を

得
な
い
福
島
を
視
察
し
て
、
避
難
生

活
を
し
て
き
た
松
本
さ
ん
の
話
は
、

他
人
事
と
は
思
え
ず
、
も
ら
い
泣
き

を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

集
会
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
被
災

者
の
方
々
が
舞
台
に
上
が
り
、
参
加

者
全
員
で
集
会
ア
ピ
ー
ル
コ
ー
ル
を

し
ま
し
た
。
「
地
震
で
危
な
い
原
発

止
め
ろ
・
す
べ
て
の
原
発
今
す
ぐ
廃

炉
・
原
発
よ
り
も
被
災
者
守
れ
」
な

ど
を
連
呼
し
、
『
福
島
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
原
発
ゼ
ロ
は
未
来
の
希

望
』
の
思
い
を
心
一
つ
に
し
ま
し

た
。最
後
に
上
野
か
ら
御
徒
町
に
向

か
っ
て
の
デ
モ
行
進
。
た
く
さ
ん
の

人
で
賑
わ
う
ア
メ
横
を
横
断
し
て
集

会
ア
ピ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。
信
号
待

ち
を
し
て
い
た
人
々
の
温
か
い
視
線

が
と
て
も
多
く
感
じ
ら
れ
た
デ
モ
行

進
で
し
た
。

（
矢
野
）

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:00は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:00～12:30の間にお越しください。

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
→

環
七
通

り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今
井
街
道

本八幡方面→

ローソン↓

一之江駅

新
小
岩

駅

平
和
橋
通
り

松
島
四

丁
目

公
園

市
川
方
面
→

松
島
通
り

新
小

岩
診
療

所
↓

市
民

と
野

党
の

共
同

で
原

発
ゼ

ロ
へ

福
島
を
忘
れ
な
い

３
・９

全
国
集
会

↑舞台に上がり、集会アピールをする

被災者の方々

集会参加の友の会会員の方々→


